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＜実践総合農学会シンポジウム＞
地域資源活用による持続的有機・総合農業の技術開発・経営展開の方向

日時：2024年7月19日（金） 14:00～17:45
場所：東京農業大学 横井講堂
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構成



•持続可能な農業とフードシステムを実現するために「科学」「実践」「運
動」を統合する営み（グリースマン2023: p472)

•持続可能性の三つの要素：

生態学的健全性

経済的実行可能性 アグロエコロジーの全体的アプローチ

社会正義
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アグロエコロジー（農生態学・agroecology)とは



4農文協チラシ
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http://50years.ucsc.edu/gliessman-original/

スティーブ・グリースマン：アグロエコロジーの体系化
カリフォルニア大学サンタクルーズ校（UCSC)

演者は、2008年8月～
2009年8月にUCSC
に留学

1989

2018

1997 （第1版） 2007 （第2版）

2010

http://50years.ucsc.edu/gliessman-original/


「アグロエコロジー」の教科書
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スティーヴン・グリースマン著,
村本穣司・日鷹一雅・宮浦理恵監訳  
2023.『アグロエコロジー: 持続可
能なフードシステムの生態学』
農文協

Gliessman, R. S. 2014. 
Agroecology: The Ecology 
of Sustainable Food 
Systems, 3rd ed.  CRC 
Press. 

Gliessman, R. S. et al. 2022. 
Agroecology: Leading the 
Transformation to a Just 
and Sustainable Food 
System. CRC Press

第3版 第3版翻訳 第4版
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8

Wezel, A., Herren, B. G., Kerr, R. B., Barrios, E., Gonçalves, A. L. R., & Sinclair, F. (2020). Agroecological principles 
and elements and their implications for transitioning to sustainable food systems. A review. Agronomy for 
Sustainable Development, 40： 1-13.



9

プロット/圃場

農場/農生態系

食料システム規模/次元

原理的カテゴリー

農業・環境

社会・文化

経済

政策

図 3 アグロエコロジーの歴史的進化とその原理
a 農業生態学の中で明確に表現された原理の学問的基礎
ｂ 規模
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アグロエコロジー
のための政策

社会運動としての
アグロエコロジー

実践としての
アグロエコロジー

科学としての
アグロエコロジー

マニフェスト

規模：圃場/プロット
範囲：生物学、動物学、生態学、
作物生理学
記述から分析

規模：圃場と農生態系
範囲：生態学、農学
分析的性質

農生態系をデザインし
管理するための概念的
枠組み
分析的から規範的へ

専門分野、範囲、規模
のさらなる拡大：食料
システムの生態学とし
てのアグロエコロジー

自然資源管
理のための
在来農業の
知恵

アグロエコロジカルな技
術の普及とさらなる発
展（保全型農業、今作、
生物的防除

慣行農業に代わる
パラダイムとしての
アグロエコロジカル
の実践

在地の
知恵と家
族農業

農業生物
多様性と
食の権利

食料システム。農村
及び国土の開発、食
料主権

政策
と法

C側面。アグロエコロジーの 3 つの現れ（科学、実践、社会運動）の出現を、主要なトピックと研究の性質
および範囲とともに示す。
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FAO: Agroecology knowledge Hub
https://www.fao.org/agroecology/home/en/

アグロエコロジーとは？

アグロエコロジー（農生態学）とは、持続可能な農業と食
料システムの設計と管理に、生態学的・社会的概念と原
則を同時に適用する、全体的かつ統合的なアプローチで
ある。

植物、動物、人間、環境間の相互作用を最適化することを
目指すと同時に、人々が何を食べるか、どこでどのよう
に生産されるかを選択できる社会的に公平な食料システ
ムの必要性にも取り組んでいる。

アグロエコロジーは、科学であると同時に一連の実践で
あり、社会運動でもある。ここ数十年の間に概念として発
展し、畑や農場に焦点を当てたものから、農業や食料シ
ステム全体を包含するものへと範囲を広げた。

現在では、生産から消費に至るまで、食料システムの生
態学的、社会文化的、技術的、経済的、政治的側面を含む
学際的な分野となっている。

https://www.fao.org/agroecology/home/en/


アグロエコロジーの10の要素
2015年から2019年にかけて、主に3つのフェーズを含むプロセ
スを経て開発

１．情報収集：Altieri 1995, Gliessman 2015などの学術文献の分析

2015～1017年

FAO第1回国際シンポジウム（2015）、7つの国際会議

２．統合：基本となる生態学的な5つの要素にさらに社会的及び政治的側面を追加

３．FAOによる承認

2028年4月 第2回FAOアグロエコロジー国際シンポジウムにおいて

「アグロエコロジーの10の要素フレームワーク」発表

2019年12月 アグロエコロジーに関するFAOのビジョン(FAO 2019)の指針となる
「アグロエコロジーの10の要素」が承認
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https://link.springer.com/article/10.1007/s13593-020-00646-z#ref-CR27
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FAOは、各国が変革的な変化を促進するのを支援するため、アグロエコロジーの10の要素を開発しました。
10の要素は相互に関連し、依存し合っており、現実を単純化し、かつ全体的に考える方法を示しています。
これらは、持続可能な農業と食料システムに向けたアグロエコロジーの移行において、不可欠な構成要素、
重要な相互作用、創発特性、そして望ましい実現条件を示している。この 10 の要素は、農生態学的移行の
計画、実施、管理、評価を行う際に、実践者やその他のステークホルダーによる意思決定を促進する有用な
分析ツールである。

FAO, Agroecology Knowledge Hub  https://www.fao.org/agroecology/overview/overview10elements/en/

「アグロエコロジーの10要素」

https://www.fao.org/agroecology/overview/overview10elements/en/
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A EUROPEAN ASSOCIATION FOR AGROECOLOGY, THE 13 PRINCIPLES OF AGROECOLOGY: 
https://www.agroecology-europe.org/the-13-principles-of-agroecology/

「アグロエコロジーの13原則」

https://www.agroecology-europe.org/the-13-principles-of-agroecology/


表 13の農業生態学的原則、それらの適用規模、およびFAOの農
業生態学の要素との対応の統合（Wezel et al.2020）
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注 FI、圃場。FA、農場;農生態系;FS、食料システム
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Level 1 (効率向上)

Level 2 (投入代替)

Level 3 (農業生態系の再設計)

Level 4 (食料システムの再構築)

Level 5 (新たな地球的規模の食料システム)
18

持続可能なフードシステムへの転換の5つのレベル
グリースマン2023： pp.381-392. 第22章 生態学に基づく管理への転換



高価かつ希少で、環境に負荷を与える投入物
の使用と消費を削減するために、工業的・慣行
的な作業の効率性を高める。 
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レベル１ （効率向上）



このレベルの目標は、より少ない投入材を用いて効率よく生
産するとともに、環境へのマイナスインパクトを減らすこと。

•最適な作物の植え付け(栽植）間隔や密度

•農業機械の改良

•農薬使用の改善のための害虫モニタリング

•農作業時期の改善

•施肥・水利用の最適化を目指す精密農業
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慣行農業のマイナスの影響の低減にはつながるが、外部から

持ち込む投入材への依存を解消するものではない。



工業的・慣行的な投入資材・農法を代替農法に置き
換える。

このレベルの目標は、資源を大量に消費し、環境を
悪化させる製品や農法をより環境にやさしいものに
代えていくこと。
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レベル２：（投入代替）



•有機農業/生物学的農業技術
特定防除資材
化学肥料⇒有機質肥料
ビニルマルチ⇒生分解性マルチ

•化学肥料の代わりに生物学的窒素固定を行うカバークロッ
プを植えたり輪作に組み込む

•化学合成農薬の代わりに生物農薬を使う（微生物農薬・植物
源資材・天敵）

•集約的耕起を省耕起・不耕起栽培に切り替える

基本的な農生態系構造は大きく変化しないため、工業的・観
光生産体系で見られた問題の多くは、本体系でも発生する。
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農生態系を再設計し、新しい一連の生態学
的過程に基づいて機能するようにする。

⇒計全体の設計を根本的に変更する。

レベル１・２に残存する根本的な問題点を取り除く。問題解決のより良い
方法を探すのではなく、最初から問題が発生するのを防ぐ。

そのためシステム全体を視野に入れて農生態系の構造と機能にかかわ
るような収量低下の要因を理解する。

すなわち、外的投入材を用いて何とかしようとするのではなく、
そこにある要素を時間的空間的に最適なものに組み替えていく。 
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レベル3：（農生態系の再設計）



•輪作・多毛作・アグ
ロフォレストリー

農場の構造と管理
の多様化をはかる

24グリースマン 2023: p.284

農生態系内で「創発特性
（emergent property)」が起こる
ような技術と農法を農業者
がデザインする



食料を生産する人と消費する人の間の直接
的つながりを再構築する

•文化的及ぼ経済的背景が持続可能な手法への転換を支持する

•消費者が地元で育てられた食料を評価し、レベル１，２，３に移行
しよう努力している農業者を食費で支援する。この支援が「Food 
Citizenship：フードシチズンシップ」に変化し、フードシステム
を変革する原動力となる。

25

レベル４：（食料システムの再構築）



レベル３の持続可能な農場規模の農生態系とレベ
ル４の持続可能な食料の関係を基盤として、公平
で、参加と正義に基づき、持続可能なだけでなく地
球の生命維持システムを回復・保護する新しいグ
ローバル・フードシステムを構築すること。
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レベル５：（新たな地球的規模の食料システム）



27グリースマン 2023: p.469
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•モンスーンアジアの風土、歴史、文化を基盤としたアグロエ
コロジー研究の強化

•生物地域主義（Bioregionalism）に基づいた持続的食料
システム

•個別化したものをどうつなげるか：連携から連帯へ

•農場ー食ー世界のつながりの意識

29

モンスーンアジアのアグロエコロジーと持続的食料システム



2026年8月12～26日 京都
IHC2026 in Kyoto, Japan

~Exploring the Diversity of Horticulture~

August 23rd (Sun) to 28th (Fri), 2026

第32回国際園芸学会
The 32nd International 
Horticultural Congress



III International Symposium on Agroecology and System Approach
for Sustainable and Resilient Horticulture Production

持続可能で回復力のある園芸生産のためのアグロエコロジーとシステムアプローチに
関する国際シンポジウム

IHC2026 Symposium

Conveners: 

Dr. Rachel Bezner Kerr 
(Cornell University, USA)

Prof. Maria Claudia DUSSI 
(Universidad Nacional del 
Comahue, Argentina)

Prof. Rie MIYAURA 
(Tokyo University of 
Agriculture, Japan)

Primary endorsed by ISHS Commission: 

Agroecology and Organic Farming Systems

アグロエコロジーと有機農業法

翻訳結果
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